
クラブテーマ

ろしくお願いいたします。今後のよりよいクラブ活動の
ために良い意見交換ができますことをお願いしまして本
日の会長の時間とさせていただきます。

司会：

SAA委員長

【開会点鍾】 会長 【幹事報告】

幹事

【国歌・ロータリーソング】

「四つのテスト」

ソングリーダー 11 月 10 日 （ 月 ） 第1372回例会

11 月 11 日 （ 火 ） クラブ代表者会議

11 月 11 日 （ 火 ） 第8回多摩中グループ協議会

【会長の時間】 会長 11 月 13 日 （ 木 ） 新年合同例会打合せ

先週10日の例会では、クラブの創立
20周年、25周年、30周年のパスト会
長にご準備いただき、周年事業や記
念例会について写真や映像も交えつ
つお話しいただきました。ありがと
うございました。当クラブがどのよ

【委員会報告】

★出席委員会／出席報告

委員

うな活動をしてきたかについて、会員の皆様にあらため
て、観て、知っていただけたのではないかと思います。
35周年へ向けた活動にもつなげて行ければと思います。
そして11日には、第2750地区のクラブ代表者会議が開催
されました。クラブの代表として出席してまいりました
が、その際、前年度の地区表彰があり、米山功労クラブ
20回目、RIクラブ優秀賞の表彰をいただいたほか、END
POLIO NOW「歴史をつくるカウントダウン」より感謝状
もいただき、いただいてきましたバナー等は事務局に掲
げておきますのでご報告いたします。今年度についても
表彰をいただけるよう、皆様にはクラブ目標の達成な
ど、引き続きご協力いただければと思います。
10月は米山月間、11月はロータリー財団月間となってお
ります。本年度は10月、11月ともにこの会場での例会回
数が少なくなっておりますので、寄付がまだだったとい
う方は、よろしくお願いいたします。そして、毎年開催
しております東京武蔵国分寺ロータリー杯少年野球は10
月に開会式が行われ、29日はいよいよ決勝戦が予定され
ております。後ほど詳しく案内があると思いますが、例
会となっておりますので全員で参加して子供たちの雄姿
を見守りたいと思います。
さて、本日は昨年末にご協力いただきましたクラブアン
ケートの結果を再度ご報告させていただくとともに、会
員の皆様の満足度アップを目指したクラブフォーラムを
予定しております。各テーブルで意見交換していただ
き、発表の時間もお取りしたいと考えておりますのでよ

会員数 44 名 免除 3 名

有効会員数 41 名

出席者 27 名 メークアップ済 5 名

出席者計 32 名

前々回の修正 なし

【委員会報告】

★奉仕プロジェクト委員会

委員

・ 少年野球決勝戦・表彰式のご連絡

親睦活動委員会

委員

〇 会長 ・ 幹事
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　　「来て見て知って
　　　　　　～つながるロータリー～」
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内田　次郎

村谷　晃司

山本　雄一

椿　将樹

村谷　晃司

田竝 清幸

出席率 78%

藤原　英作

【ニコニコボックス】

尾崎　幸信

村谷　晃司 山本　雄一

会員

皆様お疲れ様です。本日は素晴らしい秋晴れで心も弾みま
す。クラブフォーラムでは、会員満足度を高めより良いク
ラブになるよう皆様とお話ができることを期待いたしま
す。よろしくお願いいたします。



〇 会員

〇 会員

★ニコニコ大賞

会員

【クラブフォーラム】

「会員満足度を高めてより良いクラブへ」

∼アンケートをもとに語ろう∼

会長

田畑　哲郎

村谷　晃司

田畑　哲郎

村谷　晃司

【奉仕プロジェクトに関する評価】

いつもはクラブで青年会議所の話はしないのですが先週土
曜日国分寺OBJC会創立50周年の記念例会を開催いたしまし
た。クラブからも多くの仲間が参加してくれました。あり
がとうございます。これでやっと役を辞められそうです。

・ 奉仕プロジェクトの数: 90%が「ちょうどいい」。

・ 国際奉仕プロジェクト: 34.5%が「少ない」と認識。

・ 近年、カンボジア訪問のような大規模海外プロジェクト
は減少傾向。

今月は誕生月でプレゼントをいただき、お祝いしていただ
きましたのでニコニコいたします。

・ 6月の台湾国際大会参加を呼びかけ、国際的側面への関
心を喚起したい意向。

・ 地域社会への貢献: 80%が「貢献している」。社会福祉協議
会、少年野球、献血などが評価。

【コミュニケーションに関する評価】

・ 会員への連絡: 大多数は十分と感じる一方、「どちらとも
言えない」や不足の声も存在。

・ 会員の声への傾聴: 60%が肯定、40%は「どちらとも言えな
い」または否定。

・ 意見の募り方: 言いやすさに関して、肯定と不足の両意見
あり。

・ 時代の変化への対応: 半数近くが「もっと変えても良い」
と認識し、改善余地あり。

【会員としての経験とクラブへの帰属意識】

・ 歓迎されている感覚: 70%が肯定的。

・ 自分らしくいられるか: 80%が「そう思う」。

・ 才能やスキルの活用機会: 60%弱が「機会がある」。個々の
能力発揮の機会拡充が満足度向上に寄与。

【クラブ会員の満足度に関するアンケート結果】

・ クラブ会員であることの満足度: 89.7%が「満足」または
「ある程度満足」。

・ 家族や友人の評価: 63%が「活動の価値を認められてい
る」。

・ 例会の楽しみ: 90%が肯定的。 ・ 会員候補者の勧誘: 活発ではないとの結果。魅力的なクラ
ブ作りが重要。

・ 新会員への配慮: 76.6%が「配慮している」。新会員が溶
け込みやすい雰囲気作りが重要。

【会員としての経験とクラブへの帰属意識】

・ 会員相互の思いやり: 86.7%が肯定的。 クラブに入会して良かったこと。

・ 地域の多様性の反映: 76.7%が肯定的。 参加してみたい活動や企画。

【例会の評価と改善点】 3 活動参加を促し、新入会員が入りやすいクラブにする方
法。

・ 主題の多様さ: 96.7%が肯定的。

・ 食事や飲み物: 93%以上が肯定的。 4 クラブの「良いところ」や「特徴」を明確化し、今後の目
標へつなげる。

・ 交流の時間: 「非常に良い」「まだ足りない」「あまり良
くない」が各約3分の1に分散。

・ 意見交換の機会: 43%強が「もっと機会があれば良い」と
感じている可能性。

会員満足度向上を目的として実施したアンケートについて報
告。アンケートは昨年末に会員へ配布・配信され、44名中30
名から回答を得た。
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～各テーブルで10分程度話し合い、内容をまとめて発表～

【ロータリークラブの同好会活動】

・ 地区および日本のロータリークラブにおける同好会の情報
が不足しているとの指摘を受け、今後の情報提供が必要。

・ 活動の候補として、競馬、登山、カラオケ大会が挙げられ
た。

【入会して良かった点の共有】

・ 各テーブル共通の意見として、友人・知り合いが増えたこ
とが良かったと評価。

・ 先輩後輩の関係にとらわれず、ざっくばらんに話せる関係
性を築ける点が利点。

・ 幅広いメディアや職業の人々と交流できる機会は他の会に
ない魅力との声。

・ 不得意なことに挑戦し、得意へと変えていく成長の機会が
得られたという意見があった。

【新入会員の参加促進とクラブの課題】

・ 新入会員の例会出席率低下が懸念され、勧誘者が積極的に
声かけを行う対策が提案。

・ 一度休むと休み癖がつくため、定期的な参加が重要である
ことを確認。

・ 新入会員へ、クラブのシステムやメイクアップの方法の再
説明の必要性を指摘。

・  参加増加のため例会を月曜日以外に開催する案が提示。

【今後のクラブ活動の提案】

・ 青少年向け活動として、水ロケットの再開や関連活動への
参加を提案。

・ 地域社会への啓蒙活動を強化し、クラブ認知度向上を目指
すべきとの意見。

・ 卓話はロータリー関係者以外（例：知り合いの専門家）を
招いて機会を設ける提案。

【今後の検討事項】

新入会員向けオリエンテーション

例会開催曜日、時間の検討

同好会活動の情報収集と共有

水ロケット等多様な事業の開催検討

外部講師候補のリストアップと打診

会員増強施策の検討（親子会員の受け入れ体制等）

・

・

・

・ 【閉会点鍾】

・ 会長

・

村谷　晃司


